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福祉保育労中央本部と青年部の共催で、７月２８～２９日に横浜でおこなった「青年労働組合講座」

は２０１０年に続く２回目のとりくみとなり、北海道から島根まで７０人が参加しました。 

初日は中央本部の仲野書記長による講座、リレートーク、グループトークをおこない、夜は夕食交流

会で盛り上がりました。２日目は原冨悟さん（元埼労連議長）の講演をおこない、青年部定期大会を開

催しました。今回のてくてくでは、参加者の感想を中心にお伝えします。講演やリレートークの具体的

な内容は、「まなわか。報告ニュース」に掲載されていますので、合わせてご覧ください。 

 

感想文から特徴的な声をピックアップ ☆ 

第１講義 仲野書記長 テーマ「そもそも労働組合とは？」講義への感想 

▼ 仲野さんの要求実現の向かい方が実感とぴったりきて、ストンと落ちま

した。 

▼ 今までに組合が勝ち取ってきた要求がこんなにあるのだと知ることが

でき良かったです。 

▼ 労働組合には大きな力があるという話や、賢い組合員になる事が大切、

との話がとても印象的でした。 

 

グループトークはどうでしたか？ 

▼ グループ討論は自分の思っている事を言えて他の人の考

えも聞けて、このような場で交流できて良かったです。考え

や思いを伝えることができ自信にもつながりました。 

▼ グループトークでは、組合や職場の悩みを自分たちの言

葉にして伝え合い共感することができました。 

▼ 同じ職種の方や違う職種の方とお話ができ、共感できる

部分や分かち合える部分、新たに知る部分があったり、いい

体験ができたなぁと思います。 

 

福祉保育労青年部ニュース！ 

全国福祉保育労働組合青年部 

〒111-0051 東京都台東区蔵前 4-6-8 

サニープレイスビル５階・A 

TEL03-5687-2901 FAX03-5687-2903 

E-mail mail@fukuho.org 

※ 福祉保育労青年部 ブログ http://fukuhowaka.seesaa.net/ 
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２０１２年度 全国青年部役員体制  

部  長 石脇 

副 部 長 山田 

事務局長 高橋 

事務局次長   嶋木 

会  計        

事務局員 北村  

１年間、よろしくお願いします。 

第２講義 各地の青年によるリレートーク 

▼ リレートークで全国の様子が聞けるのはとてもよかったです。東北の状

況が知れるのは、全国の青年部が集まるからですね。 

▼ 様々な地域での活動がわかって良かったです。 

▼ 全国の色々な地域の方々のそれぞれの悩み、思い等聞くことができ、勉

強になり、リレートークも緊張したけれどいい経験になりました。 

 

夕食交流会（ 東京地本青年部主催！）の感想 

▼ 初めはグループ討論と違うメンバーで、「話せるかな・・・」と

不安もありましたが予想以上の盛り上がりで自分も楽しめました。 

▼ 給食や商店街のビンゴで共感したりして話が弾みました。 

▼ パンダチームで沢山話が出来て良かったです。ビンゴでは、各地

の話も交えて話が出来たので、より楽しく交流することができまし

た。 

第３講義 原冨悟さん テーマ「仲間のこころを結び合うー何倍も楽しむ労働組合—」講義への感想 

▼ 最後に聞いた、「人を研究する」ことについて考えさせられました。 

▼ 人が集まれば元気になるという言葉が印象的でした。みんなで集まる

ことの重要性を実感！ 

▼ 労働条件がつながり、力を合わせれば大きな力になるということを改

めて感じました。楽しみながら組合活動をがんばっていきたいと思いまし

た。 

まとめ 

 今回、参加した９０％のみなさんが「参加してよかった」との声を寄せてくれました。また、「今後、全国のな

かまとのつながりの持ち方」についての項目では、① 近隣の青年との交流１９、② 種別ごとの交流１５、③ 他業

種・他労組との交流１０、④ 学習の場を持ちたい６、など関心が寄せられていたことが特徴的でした。 

 

 

全国青年部定期大会 報告 

 ２９日には第６回定期大会をおこない、活動報告と方針、決算・予算案を提案し、参加者の拍手によって承認

されました。また、新役員が承認されました。会計は現時

点では空白ですが、役員補充を引き続きおこないます。

なお、今大会で、元部長の河村さん、元事務局次長の谷

口さん、元会計の山川さんが退任されました。みなさん、

おつかれさまでした。今年度の活動予定について、① 

「てくてく」を年４回程度の発行、② 青年部ブログの書き

手と更新頻度を増やす。③ Ｔシャツを作成・販売する、

④ 地域や分野を越えて青年と交流をするなど、とりくみ

をすすめていきます。 みなさん、よろしくお願いします。 

 


